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注1）　本様式全体が1ページに収まるよう作成してください。

目　標 目標の達成状況（成果）及び新たに生じた課題への取組
（部局での検証とそれに対する取組）

組織目標評価報告書（令和６年度）

部局名： 保健管理センター 部局長名： 岩﨑良章

関連する
中期計画の番号 教育領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

１．パンデミック後の海外渡航機会の増加による感染リスクの増大を課題として、必要な感染
症対策についての教育、啓発を行う。
２．接種率が低迷していることを課題として、ヒトパピローマウイルス(HPV)ワクチンのキャッチ
アップ接種を促進すべく、講義、教材、啓発資料を更新して教育する。
３．麻疹、梅毒、インフルエンザ等感染拡大が懸念される感染症に関する情報を広く発信し、
社会的リスクを踏まえた留意点や感染対策を周知することにより、感染症に対する意識付け
を図る。

１．入学時オリエンテーション、教養教育講義（岡山大学入門講座，健康スポーツ科学）で教材及び資料
を改訂し、パンデミック後の新型コロナウイルスを含めた具体的な感染防止対策及び予防接種を含む感
染症教育を行った。さらに、海外での感染症について情報発信し、海外渡航を計画している学生に対す
る意識付けを行うとともに、大学病院渡航ワクチン外来と連携して必要なワクチン接種を通じて実践的
な教育、指導を行った。
２．ヒトパピローマウイルス感染症に関しても、入学時オリエンテーション、教養教育講義で教育するとと
もに、予防接種の予約に関する通知とともに啓発・教育を行った。
３．学生保健ネットワークを通じて、麻疹，インフルエンザに関する注意喚起を行った。梅毒を含めた若
年成人の性感染症の実態と対策について、婦人科専門医による特別講演も含めて教育を行った。

①教育領域

関連する
中期計画の番号 研究領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

１．外部資金の獲得が不十分であることを課題として、科学研究費をはじめとして各種外部資
金の募集情報の周知、獲得のための講演会等の受講の義務化、応募進捗状況の確認を行
い、外部資金獲得の向上に取り組む。

科学研究費の応募に関して周知、情報提供を行い、関連する講演会は全員受講し、資格を有する教員
全員が科学研究費に応募した。研究協力課の情報を中心に、その他の助成事業についても公募情報
を毎回周知した。科学研究費補助金（基盤研究(C)（一般））を2件獲得した。

②研究領域

関連する
中期計画の番号 社会貢献（診療を含む）領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

１．防災に関する地域との連携の向上を課題として、近隣の住民を対象とした防災教育を行
う。
２．地域における専門家の不足を課題として、専門分野の資格・知識を生かした専門委員等
を積極的に担当する。

１．防災に関する地域貢献の取り組みと位置付けて、近隣の住民を対象とした講演を通じて防災教育を
行った。
２．岡山県精神医療審査会委員、保健所嘱託医、特別児童扶養手当判定医等、専門分野の資格・知識
を生かした専門委員等を積極的に担当した。

③社会貢献（診療を含む）領域

関連する
中期計画の番号 管理運営領域における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

１．感染症対策など業務の増加による負担を課題として、非常勤職員の確保と業務分担の見
直しによる効率化を図る。
２．産業医業務の負担と復職及び治療と仕事の両立支援の向上を課題として、非常勤産業
医の雇用及び人事課との協働による体制の整備を推進する。
３．ワクチン接種及び健康診断時の混雑を課題として、安全衛生部等と協働して予防接種及
び健診会場を整備し運営する。

１．感染症対策の一環としての予防接種は、インフルエンザの継続に加えて小児ウイルス感染症及びヒ
トパピローマウイルスに対して新たに開始することによる業務負担に対し、大学病院よりダイバーシティ
職員（医師）を非常勤職員（学校医）として雇用し、ワクチン接種及び内科外来補助などの体制を強化し
た。
２．非常勤産業医を雇用することにより、産業医業務の負担軽減を図ることができた。また、人事課との
協働により復職支援体制の整備について検討を行った。
３．安全衛生部と協働して予防接種体制を早期に整備・運営することにより、HPVワクチン接種やインフ
ルエンザワクチン接種を実施し、より多くの学生にワクチン接種することが出来た。

④管理運営領域

関連する
中期計画の番号 センター・機構等業務における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等

１．HPVのキャッチアップ接種が本年度で終了するもかかわらず接種率が低いことを課題とし
て、自治体と直接契約してセンターにおける個別接種を実施する。
２．各種感染症対策を強化する目的で、有償接種を含むワクチン接種者数の増加に取り組
む。
３．メンタルヘルス対策の更なる強化を目標として、以下の取り組みを行う。
(1) ストレスチェックの更に円滑な実施を図るとともに、集団分析結果に基づく有効なメンタル
ヘルス対策を図る。
(2) 教職員のメンタルヘルス研修の内容をさらに充実させるとともに高い参加数を維持する。
(3) 受入留学生及び外国人研究者が本邦において快適な生活を送ることが出来るよう、電話
医療通訳サービス、精神保健福祉士（PSW）の有効利用による健康支援を行う。

１．HPVワクチンのキャッチアップ接種の実施について、自治体と契約を締結することにより、保健管理
センターにおいて個別接種をのべ923例に実施した。
２．各感染症対策の強化として、学生・教職員を対象に、有償でのワクチン接種を積極的に実施すること
により、インフルエンザは1312例、小児ウイルス感染症（麻しん・風しん、水痘、流行性耳下腺炎）はの
べ108例と接種者数を増加することができた。
３．メンタルヘルス対策として以下の取り組みを行った。
(1)、Moodleを使用してストレスチェックを円滑に実施し，集計結果は統計解析を含めてまとめた上で事
業場ごとの集団分析を行い，各事業場の安全衛生委員会で分析結果と対応策について報告・提案し
た。
（2）教職員のラインケア研修及びセルフケア研修を各7回行った。それぞれ74％→90％，84％→92％と
参加者率はいずれも昨年度より増加した。両研修ともに「非常に有意義であった」及び「有意義であっ
た」が約87％と好評であった。
（3）留学生の新規相談者は15名とコロナ前より減少し，外国人研究者は0名であった。電話医療通訳
サービスを有効に用いる精神保健福祉士によるメンタルヘルス支援の利用はなかった。

⑤センター・機構等業務

注2）　自己評価による達成度（５～１）は非公表項目とし，組織目標評価結果を公表する際に消去します。


